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通
っ
て
い
る
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
に
全
国

大
会
入
賞
経
験
の
あ
る
キ
ッ
ズ
ダ
ン
ス
チ

ー
ム
が
あ
る
。
あ
る
日
、
イ
ン
ス
ト
ラ
ク

タ
ー
が
メ
ン
バ
ー
に
「
あ
な
た
は
個
性
を

出
し
切
っ
て
い
な
い
。
も
っ
と
で
き
る
は

ず
」
と
声
を
か
け
て
い
た
。
口
調
は
厳
し

か
っ
た
が
同
じ
目
線
で
真
剣
に
向
き
あ

い
、
最
後
は
笑
顔
で
こ
う
言
っ
て
い
た
。

「
で
き
る
と
信
じ
て
い
る
か
ら
」

　
ス
ポ
ー
ツ
活
動
に
お
け
る
体
罰
や
暴
力

行
為
の
報
道
が
あ
る
と
「
ま
た
か
」
と
感

じ
る
方
が
多
い
だ
ろ
う
。
本
学
体
育
会
で

は
主
将
、
主
務
、
指
導
者
に
ハ
ラ
ス
メ
ン

ト
防
止
研
修
を
毎
年
実
施
し
て
い
る
こ
と

を
、
ま
ず
報
告
し
て
お

き
た
い
。

　
暴
力
行
為
根
絶
と
競

技
力
向
上
の
た
め
２
０

１
３
年
、
当
時
の
文
部

科
学
副
大
臣
の
下
に

「
ス
ポ
ー
ツ
指
導
者
の

資
質
能
力
向
上
の
た
め

の
有
識
者
会
議
」
が
設

置
さ
れ
た
。
能
力
向
上
を
期
す
「
モ
デ
ル

・
コ
ア
・
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
」
が
一
部
の
体

育
大
学
で
ト
ラ
イ
ア
ル
実
施
さ
れ
て
い

る
。
コ
ー
チ
ン
グ
の
理
念
や
哲
学
、
倫
理

観
、
他
者
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
と

い
っ
た〝
人
間
力
〞を
養
う
た
め
の
科
目
が

多
く
な
っ
て
い
る
と（
公
財
）日
本
体
育
協

会『Sports Japan vol.26

』
に
あ
っ
た
。

　
現
代
の
指
導
者
に
は
、
一
方
的
に
教
え

る
の
で
は
な
く
選
手
と
十
分
な
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
っ
て
信
頼
関
係
を
構
築

し
、
能
力
を
伸
ば
し
て
い
く
こ
と
が
期
待

さ
れ
て
い
る
。
対
話
を
重
視
し
た
「
コ
ー

チ
ン
グ
」
を
受
け
た
選
手
た
ち
は
、
技
術

だ
け
で
な
く
ス
ポ
ー
ツ
の
素
晴
ら
し
さ
、

楽
し
さ
を
次
世
代
に
伝
え
て
い
く
こ
と
が

で
き
る
だ
ろ
う
。

　
尊
敬
で
き
る
指
導
者
や
先
輩
と
接
し
た

〝
人
間
力
〞
の
高
い
学
生
た
ち
が
卒
業

後
、
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
活
躍
で
き
る
よ

う
に
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
き
た
い
。

（
キ
ャ
ン
パ
ス
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

 

対
策
室
員
・
飯
塚
康
子
）

指
導
者
に
必
要
な
も
の

募金局からのお願い

　専修大学は2019年に創立140年を迎え
ます。また、石巻専修大学も18年に創立
30年を迎えます。学校法人専修大学で
は、さらなる飛躍と発展を期すため「専

修大学創立140年・石巻専修大学創立30
年記念事業募金」（募集期間５年間）を

設け、広く募集を行っております。

　併せて熊本地震で被災した専修大学及

び石巻専修大学に在籍する学生に対し、

奨学金及び生活支援金等として「被災学

生支援金」も募集しております。

　皆様方の温かいご支援、ご協力を賜り

ますようよろしくお願い申し上げます。

　お申し込み、お問い合わせは「専修大

学募金局」（☎03・3265・3157）へお願
い申し上げます。

　「
囲
碁
の
神
髄
は
心
を
鍛

え
る
こ
と
。
礼
節
が
備
わ

り
、
思
考
力
、
判
断
力
、
忍

耐
力
な
ど
が
身
に
つ
く
。
碁

の
素
晴
ら
し
い
と
こ
ろ
で

す
」。
87
歳
の
今
も
現
役
で

活
躍
す
る
ア
マ
チ
ュ
ア
囲
碁

界
の
重
鎮
。
静
か
な
語
り
口

は
力
強
い
。

　「
私
に
と
っ
て
囲
碁
は
日

常
そ
の
も
の
。
碁
の
棋
譜
は

一
時
も
頭
か
ら
離
れ
ま
せ

ん
」。ア
マ
本
因
坊
戦
13
回
、

ア
マ
十
傑
戦
（
現
ア
マ
名
人

戦
）
９
回
、
世
界
ア
マ
日
本

代
表
決
定
戦
５
回
と
三
大
棋

戦
で
計
27
回
優

勝
。
世
界
ア
マ

選
手
権
戦
で
は

１
９
９
２
年
に

世
界
チ
ャ
ン
ピ

オ
ン
に
。
ト
ッ

プ
プ
ロ
と
対
等

の
条
件
で
対
戦

し
勝
利
し
た
こ

と
も
あ
る
。

　「
最
近
10
代
、

20
代
の
若
手
が

強
く
な
っ
て
き

た
。
専
大
後
輩

の
大
関
稔
君
の

大
活
躍

５
面
に
記
事

も
、
う
れ
し
い
限
り
で
す
」

　
東
京
生
ま
れ
。
３
歳
で
父

親
か
ら
囲
碁
を
覚
え
た
。
虚

弱
体
質
だ
っ
た
た
め
母
親
は

「
外
で
遊
び
な
さ
い
」
と
碁
を

禁
止
し
た
が
、
押
し
入
れ
に

隠
れ
黒
、
白
の
石
を
握
り
一

人
で
打
っ
て
遊
ん
で
い
た
。

手
に
入
れ
た
打
ち
碁
集
は
ボ

ロ
ボ
ロ
に
。
碁
会
所
通
い
が

日
曜
日
だ
け
許
さ
れ
る
と
、

め
き
め
き
力
を
つ
け
、
道
場

破
り
も
す
る
少
年
だ
っ
た
。

　
専
大
で
は
関
東
大
学
リ
ー

グ
戦
に
出
場
し
、
個
人
優
勝

を
さ
ら
う
な
ど
強
豪
と
し
て

知
ら
れ
た
。

　「
囲
碁
を
通
じ
て
人
間
形

成
を
図
る｣

を
信
条
に
、

79
年
、
道
場
「
緑
星
囲
碁
学

園
」
を
設
立
し
た
。
ほ
ど
な

く
30
年
近
く
勤
め
た
新
日
本

製
鐵（
旧
・
八
幡
製
鐵
）
を
退

職
。
全
国
か
ら
少
年
・
少
女

が
集
ま
る
な
か
山
下
敬
吾
九

段
ら
約
40
人
の
プ
ロ
棋
士
を

育
て
上
げ
た
。
自
身
に
は
何

度
か
プ
ロ
入
り
の
話
が
あ
っ

た
が
「
自
由
な
立
場
で
い
た

い
」と
ア
マ
を
通
し
続
け
た
。

　
台
頭
著
し
い
中
国
、
韓
国

に
遠
征
、
国
際
化
に
も
力
を

入
れ
る
。「
囲
碁
人
口
の
底

上
げ
を
」
と
、
囲
碁
を
小
・

中
学
校
の
正
課
科
目
に
す
る

活
動
を
展
開
、
10
万
人
の
嘆

願
署
名
を
近
々
文
部
科
学
省

に
届
け
る
予
定
だ
。

　
囲
碁
の
普
及
活
動
と
育
成

に
情
熱
を
燃
や
す
一
方
、
主

要
棋
戦
に
出
場
を
続
け
る
。

「
何
歳
ま
で
打
て
る
か
、
私

が
頑
張
れ
ば
年
配
者
の
励
み

に
な
る
で
し
ょ
う
」
。優
し
い

笑
顔
で
語
っ
た
。

「囲碁を小・中学校の科目に」

碁
歴
80
年
余
の
第
一
人
者

全
日
本
囲
碁
協
会
理
事
長

菊
き

く

池ち

　
康

や

す

郎
ろ

う

さ
ん

（
昭
27
商
経
）

　
広
島
東
洋
カ
ー
プ
の
黒
田

博
樹
投
手
（
平
９
商
）
の
日

米
通
算
２
０
０
勝
達
成
セ
レ

モ
ニ
ー
が
８
月
10
日
、
広
島

市
の
マ
ツ
ダ
ス
タ
ジ
ア
ム
で

催
さ
れ
、
佐
々
木
重
人
商
学

部
教
授
（
９
月
１
日
か
ら
学

長
）
と
小
宮
多
喜
次
校
友
会

長
が
駆
け
付
け
快
挙
を
祝
っ

た
。
佐
々
木
教
授
は
２
０
０

勝
達
成
の
刻
印
が
入
っ
た
専

大
メ
モ
リ
ア
ル
リ
ン
グ
と
、

ボ
ー
ル
を
掲
げ
る
マ
ス
コ
ッ

ト
「
セ
ン
デ
ィ
」
の
ぬ
い
ぐ

る
み
を
、
小
宮
校
友
会
長
は

仲
川
恭
司
名
誉
教
授
が
揮
ご

専
大
か
ら
記
念
品

黒
田
投
手
の
快
挙
祝
う

う
し
た
「
鳳
」
の
書
を
そ
れ

ぞ
れ
贈
呈
、
笑
顔
の
黒
田
投

手
と
握
手
を
交
わ
し
た
。

　
９
月
21
日
（
水
）
か
ら
は

神
田
キ
ャ
ン
パ
ス
５
号
館
で

「
黒
田
博
樹
投
手
日
米
通
算

２
０
０
勝
達
成
記
念
写
真

展
」
が
開
催
さ
れ
る
。
専
大

時
代
に
始
ま
り
日
米
で
の
雄

姿
14
点
を
展
示
。
引
き
続
き

生
田
キ
ャ
ン
パ
ス
で
も
開
か

れ
る
。

佐
々
木
教
授
（
右
）
か
ら

祝
福
を
受
け
る
黒
田
投
手

８
月
10
日
、
マ
ツ
ダ
ス

タ
ジ
ア
ム
（
写
真
提
供
・

デ
イ
リ
ー
ス
ポ
ー
ツ
）

「
ト
ビ
タ
テ
！
留
学
」

第
６
期
生
募
集

　「
官
民
協
働
海
外
留
学
支

援
制
度
〜
ト
ビ
タ
テ
！
　
留

学
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
日
本
代
表
プ

ロ
グ
ラ
ム
〜
」
の
２
０
１
７

年
度
前
期
（
第
６
期
）
の
学

内
募
集
が
始
ま
っ
た
。
応
募

締
め
切
り
は
、
ウ
ェ
ブ
申
請

の
み
で
10
月
５
日
（
水
）
午

後
５
時
ま
で
。

　
減
少
傾
向
に
あ
る
留
学
生

を
増
や
そ
う
と
14
年
度
か
ら

始
ま
っ
た
留
学
促
進
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
で
、
民
間
企
業
な
ど

の
寄
付
を
募
り
、
官
民
協
働

で
留
学
生
を
支
援
す
る
制

度
。
▽
理
系
、
複
合
・
融
合

系
人
材
▽
新
興
国
▽
世
界
ト

ッ
プ
レ
ベ
ル
大
学
等
▽
多
様

性
人
材
▽
地
域
人
材
｜
｜
の

５
コ
ー
ス
が
あ
る
。

　
実
践
活
動
（
イ
ン
タ
ー
ン

シ
ッ
プ
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、

フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
な
ど
）

を
焦
点
に
し
た
留
学
を
推
奨

す
る
こ
と
で
、
自
ら
考
え
行

動
す
る
機
会
を
提
供
す
る
。

単
に
語
学
習
得
を
目
的
と
し

た
留
学
は
対
象
外
と
な
る
。

　
申
請
に
当
た
っ
て
は
、
学

生
が
自
ら
定
め
た
明
確
な
目

的
と
、
意
欲
的
な
目
標
に
基

づ
き
立
案
し
た
実
践
活
動
を

含
ん
だ
留
学
計
画
が
必
要
と

な
る
。

　
本
学
で
は
在
学
生
（
休
学

者
含
む
）
を
対
象
に
、
選
考

を
経
て
同
機
構
に
推
薦
す

る
。
希
望
者
は
事
前
に
応
募

条
件
、
申
請
コ
ー
ス
、
家
計

基
準
（
世
帯
収
入
）
な
ど
を

国
際
交
流
事
務
課
で
確
認
す

る
必
要
が
あ
る
。

　
16
年
度
後
期
（
第
５
期
）

の
新
興
国
コ
ー
ス
に
本
学
か

ら
初
め
て
安
藤
聡
希
さ
ん

（
経
済
４
）
が
採
用
さ
れ
８

月
、
中
南
米
の
ペ
ル
ー
、
グ

ア
テ
マ
ラ
に
飛
び
立
っ
た
。

　
日
本
学
生
支
援
機
構
の
ホ

ー

ム

ペ

ー

ジ
（https://

t
o
b
i
t
a
t
e
.
j
a
s
s
o
.

go.jp/

）。
問
い
合
わ
せ

国
際
交
流
事
務
課
☎
０
４
４

・
９
１
１
・
１
２
５
０

就
職
課
か
ら

　〈
４
年
次
生
へ
〉
間
も
な

く
夏
期
休
暇
が
終
わ
り
ま
す

が
、
就
職
活
動
の
状
況
は
い

か
が
で
し
ょ
う
か
？

　
ま
だ
結
果
が
伴
っ
て
い
な

い
場
合
、
志
望
業
界
を
広
げ

る
な
ど
、
少
し
視
点
を
変
え

る
必
要
が
あ
る
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。
こ
の
時
期
か
ら
志
望

業
界
を
変
え
る
こ
と
に
は
抵

抗
が
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん

が
、
こ
れ
ま
で
見
て
い
な
か

っ
た
業
界
や
企
業
に
ア
プ
ロ

校
友
会
か
ら
の
お
知
ら
せ

<

伊
豆
大
島
支
部
総
会>

▽
９
月
23
日
（
金
）
18
時
〜

▽
元
町
港
か
ら
徒
歩
１
分

「
美
芳
」
旴
清
水
豊
典
氏
☎

０
４
９
９
２
・
２
・
１
１
１

１〈
東
北
支
部
連
合
会
総
会
〉

▽
10
月
１
日
（
土
）
16
時
〜

▽
Ｊ
Ｒ
山
形
駅
か
ら
徒
歩
15

分
「
山
形
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ

ル
」
旴
鷹
崎
正
彦
氏
☎
０
２

２
５
・
22
・
７
７
４
２
（
石

巻
専
修
大
学
内
）

〈
山
形
支
部
総
会
〉

▽
10
月
１
日
（
土
）
17
時
〜

▽
「
山
形
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ

ル
」
旴
勝
見
信
哉
氏
☎
０
２

３
・
６
３
１
・
０
７
５
３

〈
新
潟
県
支
部
総
会
〉

▽
10
月
１
日
（
土
）
17
時
30

分
〜
▽
Ｊ
Ｒ
新
潟
駅
か
ら
徒

歩
10
分
「
Ａ
Ｎ
Ａ
ク
ラ
ウ
ン

プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル
新
潟
」
旴
水

戸
部
修
一
氏
☎
０
９
０
・
４

６
０
３
・
３
２
９
２

〈
東
信
支
部
総
会
〉

▽
10
月
15
日
（
土
）
16
時
30

分
〜
▽
Ｊ
Ｒ
上
田
駅
か
ら
徒

歩
15
分
「
さ
さ
や
」
旴
関
宏

之
氏
☎
０
９
０
・
３
０
８
２

・
７
２
０
０

〈
三
二
会
総
会
〉

▽
10
月
16
日
（
日
）
12
時
30

〜
▽
神
田
キ
ャ
ン
パ
ス
15
階

「
報
恩
の
間
」
旴
田
部
俊
彦

氏
☎
０
４
７
・
４
２
２
・
８

８
７
３

〈
珊
瑚
会
第
25
回
記
念
総

会
〉

▽
10
月
20
日
（
木
）
11
時
〜

▽
神
田
キ
ャ
ン
パ
ス
15
階

「
報
恩
の
間
」
旴
住
田
信
治

氏
☎
０
９
０
・
４
５
２
０
・

７
７
０
８

〈
城
南
支
部
総
会
〉

▽
10
月
22
日
（
土
）
12
時
〜

▽
Ｊ
Ｒ
品
川
駅
か
ら
徒
歩
３

分
「
品
川
プ
リ
ン
ス
ホ
テ

ル
」
旴
宇
治
眞
人
氏
☎
０
９

０
・
７
１
８
５
・
８
２
１
２

〈
葛
飾
支
部
総
会
〉

▽
10
月
22
日
（
土
）
18
時
30

分
〜
▽
京
成
青
砥
駅
か
ら
徒

歩
５
分
「
か
つ
し
か
シ
ン
フ

ォ
ニ
ー
ヒ
ル
ズ
」
旴
中
澤
邦

彦
氏
☎
０
９
０
・
２
７
７
６

・
４
８
８
８

〈
中
越
支
部
黒
門
会
総
会
〉

▽
10
月
22
日
（
土
）
16
時
〜

▽
Ｊ
Ｒ
長
岡
駅
か
ら
徒
歩
10

分
「
料
亭
か
も
川
別
館
」
旴

貝
瀬
健
氏
☎
０
８
０
・
６
５

５
４
・
６
７
６
４

〈
岡
山
支
部
総
会
〉

▽
10
月
22
日
（
土
）
18
時
〜

▽
Ｊ
Ｒ
岡
山
駅
か
ら
徒
歩
７

分
▽
「
ピ
ュ
ア
リ
テ
ィ
ま
き

び
」
旴
横
田
好
雄
氏
☎
０
８

０
・
３
５
２
９
・
１
３
６
３

〈
大
阪
府
支
部
総
会
〉

▽
10
月
23
日
（
日
）
17
時
〜

▽
Ｊ
Ｒ
大
阪
環
状
線
福
島
駅

す
ぐ
「
ホ
テ
ル
阪
神
」
旴
高

松
伊
太
郎
氏
☎
06
・
６
２
０

３
・
６
８
７
７

〈
佐
倉
・
四
街
道
支
部
総
会
〉

▽
10
月
23
日
（
日
）
12
時
〜

▽
京
成
臼
井
駅
か
ら
徒
歩
７

分
「
日
本
料
理
花
苑
」
旴
伊

藤
隆
文
氏
☎
０
９
０
・
７
８

２
９
・
５
６
４
６

〈
３
６
会
総
会
〉

▽
10
月
25
日
（
火
）
11
時
30

分
〜
▽
神
田
キ
ャ
ン
パ
ス
15

階
「
報
恩
の
間
」
旴
大
谷
治

男
氏
☎
０
９
０
・
１
６
１
８

・
２
６
６
０

境
川
を
き
れ
い
に

相
模
原
・
町
田
両
支
部

　
校
友
会
相
模
原
支
部
（
神

奈
川
県
、
渋
谷
隆
宏
支
部
長

・
昭
33
商
経
）
と
同
町
田
支

部
（
東
京
都
、
池
田
敏
彦
支

部
長
・
昭
36
商
経
）
は
７
月

24
日
、「
境
川
ク
リ
ー
ン
ア
ッ

プ
作
戦
」
に
参
加
、
地
域
貢

献
に
努
め
た

写
真
。

　
相
模
原
市
と
町
田
市
の
間

を
流
れ
る
境
川
周
辺
を
清
掃

す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
で

地
元
自
治
会
や
大
学
生
、
環

ー
チ
し
た
結
果
、
す
ぐ
に
内

定
を
得
た
と
い
う
事
例
も
あ

り
ま
す
。
こ
だ
わ
り
過
ぎ

ず
、
柔
軟
に
考
え
て
み
て
く

だ
さ
い
。

　
一
方
、
内
定
を
得
て
い
る

学
生
は
10
月
の
内
定
式
が
近

づ
い
て
き
て
い
ま
す
。
ス
ー

ツ
、
靴
、
か
ば
ん
、
ビ
ジ
ネ

ス
マ
ナ
ー
な
ど
、
今
一
度
確

認
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

　〈
３
年
次
生
へ
〉
間
も
な

く
就
職
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
が

始
ま
り
ま
す
。
ま
ず
は
９
月

下
旬
の
就
職
ガ
イ
ダ
ン
ス
に

参
加
し
て
く
だ
さ
い
。
今
は

ま
だ
将
来
の
夢
や
方
向
性
が

固
ま
っ
て
い
な
く
て
も
、
就

職
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
出
席

す
る
こ
と
で
自
身
の
興
味
関

心
が
見
え
て
く
る
と
思
い
ま

す
。
就
職
課
を
最
大
限
に
活

用
し
て
、
皆
さ
ん
の
希
望
の

進
路
を
か
な
え
ま
し
ょ
う
。

境
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
な
ど

多
数
が
参
加
し
て
い
る
。
両

支
部
も
２
０
１
１
年
か
ら
共

同
参
加
で
名
を
連
ね
て
お

り
、
久
保
田
隼
夫
さ
ん
（
昭

40
法
）、
藤
島
佳
次
さ
ん

（
昭
40
経
済
）
ら
６
人
は
空

き
缶
な
ど
の
ゴ
ミ
拾
い
に
汗

を
流
し
た
。


